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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

提
供
す
る

仕
様

と
受

容
性

の
バ
ラ
ン
ス

•
第

二
期

　
1

8
6

1
～

1
8

8
5

　
車

輪
車

体
改

良

創
世

期

準
備

期

誕
生

期

第
一

期

第
二

期

第
三

期

第
四

期

次
世

代

自
転

車
[機

械
の

素
]I
N

A
X

ギ
ャ

ラ
リ

ー
名

古
屋

編

～
A

D
1

4
0

0
 

空
想

時
代

1
4

0
0

～
1

7
6

9
　

人
力

四
輪

車

1
7

6
9

～
1

8
1

6
　

二
輪

車
誕

生

1
8

1
6

～
1

8
6

1
　

二
輪

車
改

良
、

ペ
ダ

ル
発

明

1
8

6
1

～
1

8
8

5
　

車
輪

車
体

改
良

1
8

8
5

～
1

9
2

5
　

セ
ー

フ
テ

ィ
誕

生
、

量
産

化
、

標
準

型

1
9

2
5

～
1

9
9

3
　

品
質

・
機

能
改

良
　

趣
味

多
目

的

1
9

9
3

～
新

二
輪

車
誕

生
？

と
て

も
危

険
な

「
普

通
車

：
オ

ー
デ

ィ
ナ

リ
ー

」

“速
さ
”を

求
め

て
巨

大
化

し
た

前
輪

も
っ

と
速

く
！

自
転

車
レ

ー
ス

が
盛

ん
に

も
っ

と
速

く
！

自
転

車
レ

ー
ス

が
盛

ん
に
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

ブ
レ
イ
ク

ス
ル

ー
が

出
現

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

•
第

二
期

　
1

8
6

1
～

1
8

8
5

　
駆

動
方

式
改

良

創
世

期

準
備

期

誕
生

期

第
一

期

第
二

期

第
三

期

第
四

期

次
世

代

自
転

車
[機

械
の

素
]I
N

A
X

ギ
ャ

ラ
リ

ー
名

古
屋

編

～
A

D
1

4
0

0
 

空
想

時
代

1
4

0
0

～
1

7
6

9
　

人
力

四
輪

車

1
7

6
9

～
1

8
1

6
　

二
輪

車
誕

生

1
8

1
6

～
1

8
6

1
　

二
輪

車
改

良
、

ペ
ダ

ル
発

明

1
8

6
1

～
1

8
8

5
　

駆
動

方
式

改
良

、
車

輪
車

体
改

良

1
8

8
5

～
1

9
2

5
　

セ
ー

フ
テ

ィ
誕

生
、

量
産

化
、

標
準

型

1
9

2
5

～
1

9
9

3
　

品
質

・
機

能
改

良
　

趣
味

多
目

的

1
9

9
3

～
新

二
輪

車
誕

生
？

乗
り

降
り

が
難

し
く

、
危

険
な

乗
り

物

チ
ェ

ー
ン

の
発

明
、

前
輪

、
後

輪
が

同
じ

大
き

さ
、

後
輪

駆
動

へ

安
全

に
、

楽
に

、
さ

ら
に

速
く

！
安

全
に

、
楽

に
、

さ
ら

に
速

く
！
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

ブ
レ
ー
キ

の
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

1
3
5
年

前
の

ブ
レ

ー
キ

の
掛

け
方

？
1
3
5
年

前
の

ブ
レ

ー
キ

の
掛

け
方

？
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

ブ
レ
ー
キ

レ
バ

ー
以

前

単
純

明
快

、
引

っ
張

る
の
み

単
純

明
快

、
引

っ
張

る
の

み

力
の

伝
達

し
や

す
さ

、
掴

み
や

す
さ

、
引

っ
張

り
易

さ
な

ど
全

て
配

慮
な

し
→

止
ま

れ
な

い
、

事
故

の
確

率
が

高
い

、
そ

れ
で

も
間

に
合

っ
て

い
た

？
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

受
容
度
の

高
い

仕
様

に
よ

り
普
及
が
始
ま
る

•
第

三
期

　
1

8
8

5
～

1
9

2
5

　
セ

ー
フ

テ
ィ

、
標

準
、

量
産

1
8

9
2

：
国

産
セ

ー
フ

テ
ィ

1
9

1
8

：
国

産
実

用
車

気
付

き
か

ら
基

本
機

能
の

確
立

ま
で

1
0

0
年

気
付

き
か

ら
基

本
機

能
の

確
立

ま
で

1
0

0
年

1
9

2
8

：
国

産
高

級
車

富
士

覇
王

号
日

本
人

サ
イ

ズ
2

6
イ

ン
チ
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

機
能
的
、

イ
メ

ー
ジ

的
な

ア
イ
デ
ィ
ア
展
開

•
第

四
期

　
1

9
2

5
～

1
9

9
3

　
品

質
・

機
能

改
良

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
多

目
的

用
途

展
開
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
展
開
と
受
容
度

（
イ

メ
ー

ジ
編

）

•
第

四
期

　
1

9
2

5
～

1
9

9
3

　
趣

味
的

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
多

目
的

用
途

展
開
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
展
開
と
受
容
度

（
イ

メ
ー

ジ
編

）

•
第

四
期

　
1

9
2

5
～

1
9

9
3

　
趣

味
的

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
多

目
的

用
途

展
開



User
Centered Development
User
Centered Development

18

H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

自
転
車
の

生
活

、
利

用
状

況
へ
着
眼

•
次

世
代

　
1

9
9

3
 ～

　
日

常
（

コ
ン

テ
ク

ス
ト

）
か

ら
の

着
想

世
界

初
　

前
２

輪
超

低
速

走
行

で
の

安
定

感
誰

に
で

も
乗

れ
る

「
ト

ラ
イ

ク
」

世
界

初
、

走
り

な
が

ら
空

気
を

自
動

的
に

充
填

「
エ

ア
ハ

ブ
」

搭
載

車
新

発
売

自
転

車
の

弱
点

の
1

つ
で

あ
る

タ
イ

ヤ
の

空
気

圧
低

下
を

防
止

す
る

、
画

期
的

な
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
も

つ
世

界
初

の
自

動
空

気
充

填
装

置
｢エ

ア
ハ

ブ
｣

ブ
リ

ヂ
ス

ト
ン

サ
イ

ク
ル

株
式

会
社

株
式

会
社

中
野

鉄
工

所
(大

阪
府

南
河

内
郡

)
2

0
0

4
年

1
月

9
日
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

人
・

移
動

手
段

・
地

球
を

考
え

る

•
次

世
代

　
1

9
9

3
 ～

　
第

2
ス

テ
ー

ジ
の

始
ま

り
？

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

a
n
y
o
.c

o
.j
p

/k
o
h
o
/h

y
p

e
rt

e
x
t4

/0
3

0
1

n
e
w

s
-j

/0
1

1
4

-1
.h

tm
l

総
重

量
2

2
.7

k
g

以
下

の
軽

量
化

実
用

化
の

頃
と

同
様

の
目

標
設

定

地
球
環
境

自
転

車
と

い
う

単
独
の
枠
で
は
な
い

周
囲
の
枠
組
み

と
の

共
生

と
実

現
技

術

自
転
車
と
い
う

単
独
の
枠
で
は
な
い

周
囲

の
枠

組
み
と

の
共

生
と

実
現

技
術
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

人
・

移
動

手
段

・
地

球
を

考
え

る

•
次

世
代

　
1

9
9

3
 ～

　
第

2
ス

テ
ー

ジ
の

始
ま

り
？

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

a
n
y
o
.c

o
.j
p

/k
o
h
o
/h

y
p

e
rt

e
x
t4

/0
3

0
1

n
e
w

s
-j

/0
1

1
4

-1
.h

tm
l

総
重

量
2

2
.7

k
g

以
下

の
軽

量
化

実
用

化
の

頃
と

同
様

の
目

標
設

定

地
球
環
境

自
転

車
と

い
う

単
独
の
枠
で
は
な
い

周
囲

の
枠

組
み

と
の

共
生

と
実

現
技

術

自
転
車
と
い
う

単
独
の
枠
で
は
な
い

周
囲
の
枠
組
み
と
の

共
生

と
実

現
技

術
２
輪

自
転

車
で
買

い
物

の
途

中
、
対

向
車

の
自

転
車

や
自

動
車

と
す
れ

違
う
時

、
低

速
で

の
ふ

ら
つ
き
で
怖

い
思

い
を
し
た
こ
と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

株
式

会
社

　
ス
テ
ム
ス

2
0
0
2
年

5
月

h
tt

p
:/

/w
w

w
.it

m
e
d

ia
.c

o
.j
p

/n
e
w

s
/a

rt
ic

le
s
/0

4
0

1
/0

9
/n

e
w

s
0

6
4

.h
tm

l



User
Centered Development
User
Centered Development

19

H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

2
0
0
年
の
体
験
的
な
取
組
で
受
容
度
の
低
い
も
の
は

自
然
淘
汰
さ
れ
た
！
（
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
知
識
な
し
）

1
7
6
9
年

～
：

移
動

に
対

す
る

原
理

・
原

則
的

な
気

付
き

の
段

階

　
今

ま
で

出
来

な
か

っ
た

こ
と

が
出

来
る

（
歩

く
よ

り
速

く
走

る
）

　
興

味
本

位
・

条
件

付
き

の
取

組
み

（
熱

狂
的

・
マ

ニ
ア

・
訓

練
な

ど
）

1
8
1
7
年

～
：

自
転

車
と

し
て

の
必

要
機

能
が

揃
う

段
階

　
目

的
を

遂
げ

る
た

め
の

必
須

機
能

が
揃

う
（

舵
：

試
し

て
わ

か
る

要
求

仕
様

）

　
行

為
、

仕
事

の
作

用
に

違
和

感
が

な
い

（
ペ

ダ
ル

：
振

る
舞

い
の

不
自

然
さ

を
改

善
）

　
新

た
な

機
能

に
適

切
な

操
作

手
段

（
ク

ラ
ン

ク
ペ

ダ
ル

、
ブ

レ
ー

キ
、

空
気

タ
イ

ヤ
）

　
普

遍
的

な
要

望
と

安
全

性
の

確
保

（
チ

ェ
ー

ン
、

安
全

性
の

限
界

を
見

極
め

る
）

1
9
0
0
年

～
：

自
転

車
機

能
の

受
容

度
が

高
ま

り
市

場
を

形
成

　
ユ

ー
ザ

層
の

広
が

り
（

老
若

男
女

、
服

装
、

身
体

的
な

対
応

）

　
提

供
す

る
仕

様
と

受
容

性
の

バ
ラ

ン
ス

（
サ

イ
ズ

種
類

、
重

量
、

実
用

化
へ

）

　
日

常
の

受
容

性
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

（
用

途
別

、
ス

タ
イ

ル
別

）

　
量

産
技

術
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

（
製

造
、

販
売

、
適

正
価

格
）

1
9
6
5
年

～
：

機
能

的
な

ア
イ

デ
ィ

ア
展

開

1
9
7
0
年

～
：

イ
メ

ー
ジ

的
な

ア
イ

デ
ィ

ア
展

開

　
多

機
能

化
（

日
本

に
お

い
て

は
機

能
も

イ
メ

ー
ジ

の
範

疇
）

　
多

様
性

（
女

性
向

け
、

熟
年

者
対

応
、

シ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
、

セ
カ

ン
ド

バ
イ

ク
）

　
趣

味
性

（
B
M
X
ア

ウ
ト

ド
ア

対
応

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ナ
ル

バ
イ

ク
）

1
9
9
0
年

～
：

移
動

効
率

の
追

求
か

ら
生

活
の

価
値

観
へ

1
9
9
9
年

～
：

個
人

の
価

値
観

か
ら

社
会

的
な

価
値

観
へ

自
転
車

は
人

間
の

全
身

と
直
結
す
る
道
具

↓
自

転
車

の
開

発
史
は

ユ
ー

ザ
セ

ン
タ

ー
ド

開
発
そ
の
も
の

（
受

容
性

）
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

受
容
度
を
高
め
た
解
決
策
→
使
用
性
ニ
ー
ズ
を
抽
出

1
7
6
9
年

～
：

原
理

・
原

則
的

な
気

付
き

の
段

階

　
今

ま
で

出
来

な
か

っ
た

こ
と

が
出

来
る

（
歩

く
よ

り
速

く
走

る
）

　
興

味
本

位
・

条
件

付
き

の
取

組
み

（
熱

狂
的

・
マ

ニ
ア

・
訓

練
な

ど
）

1
8
1
7
年

～
：

自
転

車
と

し
て

の
必

要
機

能
が

揃
う

段
階

　
目

的
を

遂
げ

る
た

め
の

必
須

機
能

が
揃

う
（

舵
：

試
し

て
わ

か
る

要
求

仕
様

）

　
行

為
、

仕
事

の
作

用
に

違
和

感
が

な
い

（
ペ

ダ
ル

：
振

る
舞

い
の

不
自

然
さ

を
改

善
）

　
新

た
な

機
能

に
適

切
な

操
作

手
段

（
ク

ラ
ン

ク
ペ

ダ
ル

、
ブ

レ
ー

キ
、

空
気

タ
イ

ヤ
）

　
普

遍
的

な
要

望
と

安
全

性
の

確
保

（
チ

ェ
ー

ン
、

安
全

性
の

限
界

を
見

極
め

る
）

1
9
0
0
年

～
：

機
能

の
受

容
性

が
高

ま
り

市
場

が
広

が
る

　
ユ

ー
ザ

層
の

広
が

り
（

老
若

男
女

、
服

装
、

身
体

的
な

対
応

）

　
提

供
す

る
仕

様
と

受
容

性
の

バ
ラ

ン
ス

（
サ

イ
ズ

種
類

、
重

量
、

実
用

化
へ

）

　
日

常
の

受
容

性
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

（
用

途
別

、
ス

タ
イ

ル
別

）

　
量

産
技

術
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

（
製

造
、

販
売

、
適

正
価

格
）

1
9
6
5
年

～
：

機
能

的
な

ア
イ

デ
ィ

ア
展

開

1
9
7
0
年

～
：

イ
メ

ー
ジ

的
な

ア
イ

デ
ィ

ア
展

開

　
多

機
能

化
（

日
本

に
お

い
て

は
機

能
も

イ
メ

ー
ジ

の
範

疇
）

　
多

様
性

（
女

性
向

け
、

熟
年

者
対

応
、

シ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
、

セ
カ

ン
ド

バ
イ

ク
）

　
趣

味
性

（
B
M
X
ア

ウ
ト

ド
ア

対
応

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ナ
ル

バ
イ

ク
）

1
9
9
0
年

～
：

移
動

効
率

の
追

求
か

ら
生

活
の

価
値

観
へ

1
9
9
9
年

～
：

個
人

の
価

値
観

か
ら

環
境

的
な

地
球

規
模

の
価

値
観

へ

原
始

機
能

の
発

生
（

原
理

・
原

則
的

な
気

付
き

の
段

階
）

生
活

、
日

常
の

生
活

実
態

へ
着

眼
（

効
率

か
ら

価
値

観
へ

）
根

本
的

な
意

識
の

変
化

（
個

人
か

ら
社

会
へ

）

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

展
開

と
受

容
度

の
整

理
（

機
能

＆
イ

メ
ー

ジ
）

ビ
ジ

ネ
ス

の
成

立
（

基
本

機
能

の
受

容
度

が
高

ま
り

市
場

を
形

成
）

基
本

機
能

の
確

立
（

自
転

車
と

し
て

の
必

要
機

能
が

揃
う

段
階

）
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

•
は

じ
め

に
（

背
景

）

–
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

と
商

品
（

ビ
ジ

ネ
ス

）

•
ヒ

ン
ト

は
自

転
車

の
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

考
–

使
用

性
ニ

ー
ズ

の
抽

出

•
使

用
性

ニ
ー

ズ
7

水
準

の
仮

説
提

案

•
今

後
に

向
け

て
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
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0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

使
用
性

か
ら

見
た

ニ
ー

ズ
の

水
準
と
は

原
始

機
能

の
発

生
（

原
理

・
原

則
的

な
気

付
き

の
段

階
）

１
．

原
始

的
ニ

ー
ズ

１
．

原
始

的
ニ

ー
ズ

生
活

、
日

常
の

生
活

実
態

へ
着

眼
（

効
率

か
ら

価
値

観
へ

）
根

本
的

な
意

識
の

変
化

（
個

人
か

ら
社

会
へ

）

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

展
開

と
受

容
度

の
整

理
（

機
能

＆
イ

メ
ー

ジ
）

ビ
ジ

ネ
ス

の
成

立
（

機
能

の
受

容
性

が
高

ま
り

市
場

を
形

成
）

５
．

実
感

価
格

ニ
ー

ズ
５

．
実

感
価

格
ニ

ー
ズ

３
．

基
本

ビ
ジ

ネ
ス

ニ
ー
ズ

３
．

基
本

ビ
ジ

ネ
ス

ニ
ー
ズ

４
．

応
用

・
多

機
能

ニ
ー
ズ

４
．

応
用

・
多

機
能

ニ
ー
ズ

６
．

マ
イ

ン
ド

ニ
ー

ズ
６

．
マ

イ
ン

ド
ニ

ー
ズ

７
．

コ
ン

テ
キ

ス
ト

ニ
ー
ズ

７
．

コ
ン

テ
キ

ス
ト

ニ
ー
ズ

基
本

機
能

の
確

立
期

（
自

転
車

と
し

て
の

必
要

機
能

が
揃

う
段

階
）

２
．

基
本

機
能

ニ
ー

ズ
２

．
基

本
機

能
ニ

ー
ズ
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0
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 シ

ン
ポ

ジ
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ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

仮
説
提
案

ニ
ー

ズ
項

目
使

い
方

へ
の

欲
求

本
質

ニ
ー

ズ
群

原
始

的
ニ

ー
ズ

出
来

な
か

っ
た

こ
と

が
出

来
る

基
本

機
能

ニ
ー

ズ
不

自
然

な
振

舞
い

が
な

く
な

る

基
本

ビ
ジ

ネ
ス

ニ
ー

ズ
ユ

ー
ザ

層
が

拡
が

る

拡
張

ニ
ー

ズ
群

応
用

・
多

機
能

ニ
ー

ズ
付

加
的

な
使

い
方

が
拡

が
る

実
感

価
格

ニ
ー

ズ
使

用
性

の
費

用
対

効
果

に
納

得

マ
イ

ン
ド

ニ
ー

ズ
使

う
喜

び
、

使
う

心
の

充
実

コ
ン

テ
キ

ス
ト

ニ
ー

ズ
生

活
実

態
と

適
切

に
関

わ
る

使
用

性
ニ

ー
ズ

7
水

準
～
本
質

ニ
ー

ズ
群

と
拡

張
ニ

ー
ズ
群
～

ビ
ジ

ネ
ス

成
立

の
基

本
要

素
を

「
本

質
的

な
ニ

ー
ズ

」
市

場
の

多
様

性
へ

の
展

開
要

素
「

拡
張

的
な

ニ
ー

ズ
」

使
い

こ
な

せ
る

商
品

を
企

画
し

た
い

場
合

は
、

こ
の

２
種

類
　

の
ニ

ー
ズ

群
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

組
み

込
む

と
よ

い
。

日
常

性
の

高
い

製
品

の
場

合
は

最
優

先
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0
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 シ

ン
ポ

ジ
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ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
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2

今
後
展

開
す

べ
き

検
討

項
目

•概
念

と
し

て
の

ま
と

め

•使
用

性
ニ

ー
ズ

７
水

準
の

活
用

方
法

•使
用

性
ニ

ー
ズ

７
水

準
の

適
用

範
囲

•各
ニ

ー
ズ

群
の

適
正

バ
ラ

ン
ス

•そ
の

他
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
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0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

使
用

性
ニ

ー
ズ

7
水

準
の

活
用

方
法

～
考
察

ス
テ

ッ
プ

の
一

例
～

当
該

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

タ
ー

ゲ
ッ

ト
ユ

ー
ザ

の
生

活
に

受
け

容
れ

ら
れ

る
商

品
に

育
て

た
い

！

企
画

・
仕

様
内

容
の

使
用

性
を

抽
出

（
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

）

各
使

用
性

ニ
ー

ズ
に

分
類

整
理

（
７

水
準

に
あ

て
は

め
る

）

「
使

い
方

へ
の

欲
求

」
を

明
確

化
（

仕
様

の
再

確
認

）

各
ニ

ー
ズ

に
対

し
明

解
な

対
策

を
練

る
（

改
善

策
）
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a
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c
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0
0

4
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ジ
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リ

テ
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2

考
察
の
一

事
例

ニ
ー

ズ
項

目
使

い
方

へ
の

欲
求

本
質

ニ
ー

ズ
群

原
始

ニ
ー

ズ

基
本

機
能

ニ
ー

ズ
不

自
然

な
振

舞
い

が
な

く
な

る

基
本

ビ
ジ

ネ
ス

ニ
ー

ズ
ユ

ー
ザ

層
が

広
が

る

拡
張

ニ
ー

ズ
群

応
用

・
多

機
能

ニ
ー

ズ
付

加
的

な
使

い
方

が
拡

が
る

実
感

価
格

ニ
ー

ズ
使

用
性

の
費

用
対

効
果

に
納

得

マ
イ

ン
ド

ニ
ー

ズ
使

う
喜

び
、

使
う

心
の

充
実

コ
ン

テ
キ

ス
ト

ニ
ー

ズ
生

活
実

態
と

適
切

に
関

わ
る

日 常 的 （ Ｈ Ｃ Ｄ 必 要 度 大 ）

非 日 常 （ Ｈ Ｃ Ｄ 必 要 度 小 ）

IT
産

業
情

報
ビ

ジ
ネ

ス

留
守

番
ロ

ボ
ッ

ト

出
来

な
か

っ
た

こ
と

が
出

来
る
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
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0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

ユ
ー
ザ
ビ

リ
テ

ィ
導

入
効

果
の
理
解
度
・
・
・

「
そ

れ
で

・
・

・
　

　
売

れ
る

の
？

」
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

の
導

入
で

解
決

で
き

る

顧
客

指
向

⇔
顧

客
思

考
人

間
中

心
設

計
ユ

ー
ザ

セ
ン

タ
ー

ド
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

資
産

の
有

効
活

用
工

期
短

縮
経

営
者

モ
ノ

作
り

従
事

者

H
C

D
（

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

イ
）

従
事

者経
営

者
の

理
解

マ
ー

ケ
ッ

ト
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H
u
m

a
n

 I
n

te
rf

a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

経
営
者
層

へ
の

ア
ピ

ー
ル

「
こ

れ
で

・
・

・
　

　
売

れ
る

！
」

顧
客

指
向

⇔
顧

客
思

考
人

間
中

心
設

計
ユ

ー
ザ

セ
ン

タ
ー

ド
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

資
産

の
有

効
活

用
工

期
短

縮
経

営
者

モ
ノ

作
り

従
事

者

H
C

D
（

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

イ
）

従
事

者

•2
0

0
年

の
ビ

ジ
ネ

ス
競

争
を

ベ
ー

ス
と

し
た

「
使

用
性

ニ
ー

ズ
7

水
準

」

•現
在

で
も

毎
年

1
1

0
0

万
台

近
い

取
扱

量
と

、
お

よ
そ

9
2

0
億

円
も

の
国

内
需

要
を

生
ん

で
い

る
「

自
転

車
ビ

ジ
ネ

ス
」

に
学

ぶ
。

マ
ー

ケ
ッ

ト
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ビ
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テ
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2

謝
辞

•
自

転
車

博
物

館
　

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

１
階

図
書

資
料

室
　

取
材

手
記

e
tc

•
ト

ヨ
タ

博
物

館
　

学
芸

グ
ル

ー
プ

担
当

部
長

　
松

浦
孝

彦
さ

ま
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H
u

m
a
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te
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a
c
e
 2

0
0

4
 シ

ン
ポ

ジ
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ム
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

2

認
知

的
側

面
を
含

む
使

用
性

ニ
ー

ズ

自
動

車
の

コ
ク

ピ
ッ

ト
に

着
目

●
エ

ン
ジ

ン
と

直
結

す
る

操
作

部

　
・

ド
ラ

イ
バ

ー
は

ス
イ

ッ
チ

の

　
　

種
類

と
配

置
の

関
係

を
意

識

　
　

す
る

こ
と

な
く

受
け

容
れ

る

　
　

こ
と

が
で

き
た

●
エ

ン
ジ

ン
が

先
端

側
に

置
か

れ
る

　
・

コ
ク

ピ
ッ

ト
前

面
に

ス
イ

ッ
チ

　
・

イ
グ

ニ
ッ

シ
ョ

ン
ス

イ
ッ

チ

　
・

キ
ャ

ブ
レ

タ
ー

フ
ュ

ー
エ

ル
バ

ル
ブ

T
型

フ
ォ

ー
ド

(1
9

1
4

 ア
メ

リ
カ

)
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認
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●
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ン
ジ
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と
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結

す
る

操
作

部

　
・

ド
ラ
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バ

ー
は

ス
イ

ッ
チ

の

　
　

種
類

と
配

置
の

関
係

を
意

識

　
　

す
る

こ
と

な
く

受
け

容
れ

る

　
　

こ
と

が
で

き
た

●
エ

ン
ジ

ン
が

先
端

側
に

置
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れ
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・
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ク
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前
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に
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・
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型
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ォ
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ド
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9

1
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メ

リ
カ

)
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認
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側

面
を
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む
使

用
性

ニ
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ズ

自
動

車
の

コ
ク

ピ
ッ

ト
に

着
目

●
初

期
の

ス
イ

ッ
チ

　
・

座
席

下
の

立
面

　
・

エ
ン

ジ
ン

部
品

類
と

直
結

す
る

配
置

　
・

空
気

と
ガ

ソ
リ

ン
の

混
合

比
を

決
め

　
　

る
調

整
レ

バ
ー

　
・

電
気

系
統

の
ス

イ
ッ

チ
類

●
初

期
の

エ
ン

ジ
ン

　
・

大
き

く
後

方
部

に
配

置

　
・

エ
ン

ジ
ン

の
調

子
は

目
で

見

　
　

耳
で

聞
い

て
い

た

B
en

z 
Ve

lo
(1

89
4 

G
er

m
an

y)
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・
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面

　
・
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品

類
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置
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気

と
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ン
の

混
合

比
を
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め

　
　

る
調

整
レ

バ
ー

　
・

電
気

系
統

の
ス

イ
ッ

チ
類

●
初

期
の

エ
ン

ジ
ン

　
・

大
き

く
後

方
部

に
配

置

　
・

エ
ン

ジ
ン

の
調

子
は

目
で

見

　
　

耳
で

聞
い

て
い

た

B
en

z 
Ve
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(1

89
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G
er

m
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認
知
的
側
面
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